
す
。
そ
れ
で
も
未
納
が
続
く
と
、
老

後
の
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
い

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
に
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
や
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

い
と
き
に
は
未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

必
ず
年
金
事
務
所
や
市
役
所
に
納
付

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生
納
付

特
例
や
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
全
額
納

付
し
た
場
合
と
比
べ
て
将
来
の
年
金

額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
古
い
期
間
か
ら
順
に

納
め
る｢

追
納｣

が
で
き
ま
す
。
お
申

し
込
み
は
川
越
年
金
事
務
所
ま
た
は

市
役
所
に
な
り
ま
す
。

20歳になったら国民年金

問合先　保険年金課保険資格担当

【
な
ぜ
若
い
う
ち
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
す
る
の
？
】

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者（
加
入
者
）と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
費
だ
け
で

な
く
、
加
入
期
間
中
の
不
慮
の
事
故

や
病
気
に
よ
る
障
害
や
万
が
一
の
死

亡
な
ど
へ
の
保
障
を
含
ん
で
い
る
制

度
で
す
。

も
し
あ
な
た
に
ま
さ
か
！
の
事
態
が

起
き
た
ら
…

　

例
え
ば
、
通
学
中
に
交
通
事
故
に

あ
い
、
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

⇨
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

で
、
障
害
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

老
後
だ
け
で
な
く
今
の
あ
な
た
の

生
活
に
関
わ
る
〝
ま
さ
か
〟
の
備
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
加
入
方
法

　

20
歳
に
な
る
と
自
動
的
に
加
入
し

ま
す
。
ま
た
、
20
歳
の
誕
生
日
か
ら

お
お
む
ね
２
週
間
以
内
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　

｢

年
金
手
帳｣

は
廃
止
と
な
っ
た

た
め
、
代
わ
り
に｢

基
礎
年
金
番
号
通

知
書｣

が
送
付
さ
れ
ま
す

加
入
不
要
の
方

・
20
歳
直
前
で
海
外
に
出
国
さ
れ
、

｢
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ｣

が
届

い
た
方
は
川
越
年
金
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い

・
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
配
偶
者（
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
）の
扶
養

と
な
っ
て
い
る
方
は
配
偶
者
の
勤
務

先
へ
連
絡
し
、
国
民
年
金
第
３
号
被

保
険
者
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

○
保
険
料

　

令
和
６
年
度
の
保
険
料
は
１
か
月

あ
た
り
１
万
６
９
８
０
円
で
す
。
20

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、

納
め
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
は
免

除
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　

納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
や
郵

便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
納

め
る
と
手
間
が

か
か
ら
ず
、
納

め
忘
れ
を
防
ぐ

こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
と
め
て

前
払
い
す
る
と
、

割
引
が
適
用
さ
れ
る
前
納
制
度
も
あ

り
ま
す
。
口
座
振
替
の
前
納
を
利
用

し
た
場
合
に
は
、
割
引
額
が
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
に
比
べ
て
大
き
く
な

り
ま
す
。

老
齢
年
金
を
増
や
し
た
い
　

　
希
望
に
よ
り｢

付
加
保
険
料（
月
額

４
０
０
円
）｣

を
１
か
月
あ
た
り
の
国

民
年
金
保
険
料
に
追
加
し
て
納
め
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。
付
加
年
金
額（
年

額
）は｢

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数｣

で
計
算
し
、
２
年
以
上
受
け

取
る
と
支
払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上

の
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と

　

未
納
が
あ
る
と
督
促
状
が
届
き
ま

日本年金機構
HPはこちら

厚生労働省
HPはこちら

※　令和４年厚生年金保険・
　　国民年金事業年報

20代の受給権者
約25.3万人

障害基礎年金
受給権者（１級・２級）

約221万人

【前納による割引額】
納付方法 1か月 6か月 1年 2年

現金支払い
（毎月納付） 1万6980円 10万1880円 20万3760円 41万3880円※1

現金・クレジット支払
による前納（割引額） － 10万1050円

（830円）
20万140円
（3620円）

39万8590円
（1万5290円）

口座振替による前納
（割引額）

1万6920円
（60円）※2

10万720円
（1160円）

19万9490円
（4270円）

39万7290円
（1万6590円）

※1　20万3760円（令和6年度年額/月額1万6980円）＋21万120円（令和7年度年額/
月額1万7510円）
※2　割引額60円は当月末振替を行った場合のみ発生します

【３種類の年金があります】
老齢年金 障害年金 遺族年金

国民・厚生年金の加入者で
あった方の老後の保障とし
て、65歳になった時に支
給されます。

病気やけがによって生活や
仕事が制限されるように
なった場合に受け取ること
ができる年金です。受け取
るには保険料納付状況など
の条件があります。

一家の働き手の方や年金を
受け取っている方などが亡
くなられたとき、ご家族に
支給される年金です。

⬇ ⬇ ⬇

65歳になったらもらえる金額 もらえる金額 もらえる金額
老齢基礎年金

81万6000円（年額）※1
障害基礎年金※２

　1級　102万円（年額）
2級　81万6000円（年額）

遺族基礎年金※３
81万6000円（年額）

老齢厚生年金
厚生年金加入期間が1年以上あ
る方がもらえます。給料などに
よって年金額が決められます。

遺族厚生年金
亡くなられた方の給料などに
よって年金額が決められます

障害厚生年金
給料などによって年金額が決め
られます。

※1　40年間（480月）納付した場合の金額です。未納などがあると金額は少なくなります
※2、3　配偶者や子の人数などによって金額が加算される場合があります

老齢基礎年金・障害
基礎年金・遺族基礎
年金

受給
資格

年金額の
反映

学生納付特例・
納付猶予 〇 ×※1

免除 〇 〇
未納 × ×
・新型コロナウイルス感染症の影響に
より減収した場合、臨時特例措置とし
て免除の申請をすることができます
・若葉駅前出張所および、各市民セン
ターでは申請できません
※1　障害・遺族基礎年金は定額のた
め、学生納付特例などの影響による減
少はありません

最終
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市 政 情 報

女性の活躍を応援します

問合先　女性センター☎049・287・4755

女
性
の
活
躍
を
応
援

　

｢

女
性
活
躍
推
進
法｣

は
、
社

会
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
女
性

が
、
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
能
力

を
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る

目
的
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
に
置
か
れ
た
女
性

が
、
仕
事
も
家
庭
も
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

事
業
主
の
責
務
を
定
め
た
り
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
努
め
た
り
す

る
こ
と
で
、
雇
用
状
況
の
改
善
を

図
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
出
産
や
育
児
、
介
護

を
き
っ
か
け
に
離
職
す
る
女
性
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
再
就
職
後

の
雇
用
形
態
を
見
て
も
、
男
性
に

比
べ
て
女
性
の
方
が
、
非
正
規
雇

用
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
女
性
は
、
賃
金
の

低
さ
や
雇
用
の
不
安
定
さ
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
図
は
、
未
就
学
児
の
育
児
を
し

な
が
ら
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

方（
ダ
ブ
ル
ケ
ア
）の
割
合
を
表
し

て
い
ま
す
。

多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
て

　
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越

と
協
力
し
て
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
に
理
解
の
あ
る
地
域
の
企
業
の

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す（
詳

細
は
21
ペ
ー
ジ
）。
鶴
ヶ
島
市
お

よ
び
近
郊
で
働
き
た
い
方
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
を
希
望
す
る
方
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
、
自
分

ら
し
い
働
き
方
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

女性応援ポータルサイト
(内閣府)はこちら

令和7年度就学援助の申請を受け付けています

問合先　学校教育課学務担当

　
小
・
中
学
校
へ
通
う
お
子
さ
ん

が
い
る
家
庭
で
、
経
済
的
に
お
困

り
の
保
護
者
の
方
に
、
学
用
品

費
・
学
校
給
食
費
・
修
学
旅
行

費
・
新
入
学
準
備
費（
新
１
年
生
）

な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
方

・
収
入
が
少
な
く
経
済
的
に
お
困

り
で
、
認
定
基
準
の
範
囲
内
の
方

（
認
定
基
準
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

・
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
方

・
市
民
税
が
減
免
ま
た
は
非
課
税

と
な
っ
た
方

・
国
民
年
金
保
険
料
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
税
が
減
免
ま
た
は
猶
予

さ
れ
た
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方　
　
　
　
　

申
請
に
必
要
な
も
の

①
就
学
援
助
認
定
申
請
書
・
世
帯

票（
学
校
教
育
課
で
配
布
）

②
窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

③
振
込
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の（
通
帳
な
ど
）

④
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
証
書
、
決
定
通
知
な
ど

を
ご
提
示
い
た
だ
く
か
、
コ
ピ
ー

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

⑤
令
和
７
年
１
月
１
日
に
、
鶴
ヶ

島
市
で
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い

方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
書
類

が
必
要
で
す（
16
歳
以
上
の
同
居

者
全
員
分
）

申
請
場
所　

 

学
校
教
育
課

受
付
期
限 　
３
月
31
日
㈪
ま
で

・
４
月
以
降
も
随
時
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
が
、
援
助
の
実
施
は
、

申
請
月
の
翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す

※　
新
入
学
準
備
費
は
３
月
31
日

㈪
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

・
税
の
申
告
が
未
申
告
の
場
合
は

審
査
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い

・
こ
の
制
度
は
毎
年
度
申
請
が
必

要
で
す
。
引
き
続
き
希
望
す
る
方

も
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い

詳細はこちら

ダブルケアをしている方の割合

男性
有業者
39.6%

女性
無業者
19.5%

男性 無業者
2.0%

女性
有業者
39.0%

(資料)令和6年版　男女共同参画白書

最終
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会計年度任用職員の登録者募集について①

問合先　人事課人事担当

　
令
和
７
年
度
中
に
勤
務
す
る
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
ま

ず
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
職
種

に
欠
員
が
生
じ
た
際
に
登
録
者
の

中
か
ら
面
接
試
験
な
ど
を
行
い
ま

す
。

条
件　

報
酬　
時
間
額
に
よ
り
支
給（
下

記
は
令
和
６
年
度
実
績
）

任
用
期
間　
最
長
１
年（
勤
務
実

績
に
よ
り
再
度
の
任
用
あ
り
）

通
勤
費　
通
勤
距
離
や
通
勤
日
数

に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

保
険　
勤
務
時
間
に
応
じ
て
社
会

保
険
・
雇
用
保
険
の
加
入
が
あ
り

ま
す
。

申
込
み　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
登
録
は
随
時
行
い

ま
す
が
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
の
勤
務
に
つ
い
て
は
１
月
20
日

㈪
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申込はこちら

小・中学校、教育センター

職　種 1時間あた
りの報酬

週の勤務日数
（1日 の 勤 務

時間）
勤務場所 必要な資格・経験など 主な職務内容 問合せ先

学校事務職員 1096円 週5日
（5時間30分）

鶴ヶ島第一小学校
鶴ヶ島第二小学校

新町小学校
杉下小学校

長久保小学校
栄小学校
藤小学校
南小学校

鶴ヶ島中学校
藤中学校

富士見中学校
西中学校
南中学校

Wordや Excel、シス
テムへの入力などの一
般的なパソコンの操作
ができる方

市内の公立学校におけ
る事務（パソコン使用）

学校教育課

事務職員
（スクール・
サポート・
スタッフ）

1096円 週5日
（7時間） 特になし 授業等で使用する教材

や物品の印刷・準備

小学校算数学
力向上支援員 1096円 週4日

（2時間） 特になし
小学校における放課後
の補助学習（算数）の実
施

学習支援員 1221円 週5日
（7時間） 小・中・高普通免許状 児童、生徒に対する学

習支援の実施
病休等
臨時教員 1221円 週5日

（7時間45分） 小・中・高普通免許状 学級学年経営および児
童・生徒の学習指導

学校司書 1103円 週5日
（4時間）

（1）　 司 書、 司 書 補、
司書教諭、教員免許

（2）　図書館または教
員の実務経験がある方

（3）　図書への関心が
高く、学校教育や学校
図書館に興味がある方

学校図書館の資料整
理、貸出返却、読書指
導・授業支援など

生涯学習
スポーツ課

学級運営
補助員 1133円 週5日

（7時間） 特になし

個別指導・支援を要す
る児童生徒が在籍して
いる学級における教師
の補助

教育センター
☎049・287・3858

介助員 1190円 週5日
（7時間） 特になし

体の不自由な児童生徒
の階段昇降時などの介
助

看護師 1529円 週2日~3日
（7時間） 看護師免許 医療的ケアを必要とす

る児童生徒の対応

さわやか
相談員 1221円 週5日

（5時間） 上記の中学校 相談経験者
各中学校区の児童・生
徒などの情報収集、日
常の悩みの相談など

※　長期休業日があるときは勤務日数が変則となります
※　報酬単価が変更する可能性があります

最終
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前年に市・県民税申告をされた方については、申告書を1月下旬に発
送予定です。今回から年末調整されていない住宅ローン控除は市の会
場では申告できません。下記二次元コードから、市・県民税申告、確
定申告の申告会場全日程、必要書類などを確認することができます。
なお、確定申告に関する詳細は、広報つるがしま2月号
でご案内します。申告会場は大変混み合いますので、確
定申告のみの場合はさらに便利になった
電子申告をご利用ください。

会計年度任用職員の登録者募集について②

問合先　人事課人事担当

市・県民税申告、確定申告の会場をお知らせします

問合先　税務課市民税担当

詳細はこちら

市民センター申告会場の開設日程　※　2月17日からの市役所会場の開設日程は広報つるがしま2月号および下記二次元コードでお知らせします
対象地区 受付日 会場 受付時間

脚折、脚折町、高倉、下新田、羽折町 2月5日（水） 西市民センター
新町4-17-8
☎049・286・7899 9時30分~

11時30分

13時30分~
15時

中新田、新町、上新田、町屋 2月6日（木）

三ツ木、三ツ木新町、柳戸町、三ツ木新田、太田ヶ谷、南町 2月7日（金） 大橋市民センター
太田ヶ谷883
☎049・286・0005 鶴ヶ丘、松ヶ丘 2月10日（月）

共栄町、藤金、上広谷 2月12日（水） 東市民センター
五味ヶ谷202
☎049・286・3357五味ヶ谷、富士見 2月13日（木）

※　対象地区については、混雑緩和の為、過去の申告件数に基づいて分けて
います。受付については、安全面を考慮して、人数を制限する場合があります

市役所その他施設勤務
職　種 1時間あた

りの報酬
週の勤務日数

（1日の勤務時間） 勤務場所 必要な資格・経験など 主な職務内容 問合せ先

交通指導員 2211円 週5日（1時間） 市内全域の指定
された立哨場所 特になし

朝の登校時間帯の立
哨指導、交通安全教
室などでの指導ほか

生活環境課

消費生活
相談員 2115円 週4日（6時間）

（土曜日含む） 市役所庁舎
・消費生活相談員資格試験に合
格した者・消費生活コンサルタ
ント・消費生活アドバイザー・
消費生活専門相談員

消費生活相談（対面、
電話）など 産業振興課

児童厚生員 1165円
週1日~2.5日
(土曜日含む)

4月〜 9月　7.5時間
10月〜3月　6.5時間

脚折児童館 児童厚生員・保育士・幼稚園教
諭・小学校中学校教員免許 子どもの遊びの指導 脚折児童館

☎049・287・0270

要介護等
認定調査員 1560円 週4日（7時間） 市役所庁舎 社会福祉士・介護福祉士・介護

支援専門員・看護師・保健師
介護保険の要介護な
ど認定申請者の面接
調査など

介護保険課

市内公立保育所等勤務
職　種 1時間あた

りの報酬
週の勤務日数

（1日の勤務時間） 勤務場所 必要な資格・経験など 主な職務内容 問合せ先
保育士 1229円 週5日（7時間30分） 鶴ヶ島保育所

富士見保育所
保育士 0歳児から5歳児の保育

こども支援課時間外保育補助員
（早朝・夕方） 1155円 週5日（2時間） 保育に熱意のある方 児童の時間外保育や送

迎対応など
児童指導補助員 1229円 週5日（7時間） 発育支援センター 保育士 児童の療育補助
※　公立保育所勤務の保育士は４時間程度の土曜日出勤が月1回程度あります

社会保険料控除明細（確定申告用）を1月末に発送します
確定申告で使用する社会保険料控除明細（国民健康保険税、介護
保険料および後期高齢者医療保険料の令和6年中の納付済額）を1
月末に発送します。そのため、明細の到着は2月4日（火）以降とな
り、2月5日（水）から西市民センターで始まる市・県民税申告、確
定申告に間に合わないことが予想されます。お急ぎの方は市役所
窓口で申請、または電話などで郵送請求をお願いします。
問合先　国民健康保険税：収納課納税管理担当、介護保険料：介
護保険課介護保険担当、後期高齢者医療保険料：保険年金課保険
賦課担当

最終
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提
出
方
法　
①
専
用
フ
ォ
ー
ム

②
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見（
様
式
自
由
）を
記
入
し
、
メ
ー

ル（

１
０
２
０
０
０
５
０@

city.tsurugashim
a.lg.jp

）、

郵
送（
〒
３
５
０

－

２
２
９
２（
住

所
不
要
））、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（

０
４
９
・
２
７
１
・
１
１
９
０
）、

ま
た
は
直
接
資
産
管
理
課
へ

※　
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
意

見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

埼玉県知事表彰を
受賞されました

問合先　秘書広報課秘書担当

　
こ
の
度
、
２
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
自
治
功
労
　

宮み
や
﨑ざ
き　

弘ひ
ろ
子こ

さ
ん

長
年
に
わ
た
り
、
鶴
ヶ
島
市
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、議
会
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
功
労

岸き
し
田だ　
邦く
に
雄お

さ
ん

長
年
に
わ
た
り
、
鶴
ヶ
島
市
学
校
歯
科
医
と
し
て
、
学
校
保
健
の
充
実
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

施設使用料の減額・免除団体登録申請受付

問合先　市内各公共施設

　
市
内
公
共
施
設
を
使
用
す
る
に

あ
た
り
、
使
用
料
の
減
額
ま
た
は

免
除（
以
下｢

減
免｣

）の
要
件
を

満
た
す
団
体
に
つ
い
て
は
、
登
録

申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
使
用
料

の
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。
減
免

の
対
象
と
な
る
要
件
は
、
市
内
公

共
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
減
免
の
登
録
を
し

て
い
る
団
体
も
、
年
度
ご
と
に
申

請
が
必
要
で
す
。
４
月
１
日
か
ら

の
減
免
を
希
望
す
る
団
体
は
、
申

請
期
限
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
請
期
限　
１
月
31
日
㈮
ま
で

※　
期
限
後
は
、
毎
月
末
を
申
請

の
締
切
日
と
し
、
翌
月
末
ご
ろ
に

通
知
し
ま
す

減
免
登
録
の
有
効
期
間　
令
和
７

年
４
月
１
日
㈫
～
令
和
８
年
３
月

31
日
㈫

※　
登
録
の
決
定
が
４
月
１
日
以

降
の
場
合
に
は
、
決
定
日
か
ら
有

効
と
な
り
ま
す

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
定
期
的
に
活
動
し
て

い
る
施
設（
登
録
し
て
い
る
施
設
）

に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
申
請
受
付
時
間
、
申
請

書
お
よ
び
必
要
書
類
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市HPはこちら

市HPはこちら

新しい民生委員・児童委員を
紹介します
問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
１
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
た
新
し
い
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活

動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
担
当
区
域
の
見
守
り
や
地
域

住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
身
近
な｢

相
談
相
手｣

と
な
り
、

そ
の
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
や
専

門
機
関
へ
つ
な
ぐ｢

パ
イ
プ
役｣

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
、
民
生
委
員
は
、
児
童
福

祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

担
当
区
域
・
氏
名
　
　
　
　
　

新
町
四
丁
目　
泉い
ず
み山や
ま　

千ち

晶あ
き
さ
ん

複合施設（旧西中学校）基本構想（案）への意見募集

問合先　資産管理課公共施設再編担当

　
市
は
、
学
校
再
編
後
の
西
中
学

校
に
つ
い
て
、
市
民
が
求
め
る
機

能
や
既
存
の
公
共
施
設
を
集
約
し

た
複
合
施
設
の
整
備
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
こ
の
複
合
施
設
の
整
備

に
向
け
た
基
本
構
想
の
策
定
の
た

め
、｢

複
合
施
設（
旧
西
中
学
校
）

基
本
構
想（
案
）｣

に
つ
い
て
、
市

民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
４
日
㈯
～
２
月

３
日
㈪

閲
覧
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
女

性
セ
ン
タ
ー
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

逆
木
荘｣

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

最終
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②
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見（
様
式
自
由
）を
記
入
し
、
メ
ー

ル（

１
０
５
０
０
０
４
０@

city.tsurugashim
a.lg.jp

）、

郵
送（
〒
３
５
０

－

２
２
９
２（
住

所
不
要
））、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（

０
４
９
・
２
７
１
・
１
１
９
０
）、

ま
た
は
直
接
こ
ど
も
支
援
課
へ

※　
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
意

見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

都市計画変更案の縦覧について

問合先　都市計画課都市計画担当

　
坂
戸
都
市
計
画
の
変
更
に
あ
た

り
、
都
市
計
画
法
第
17
条
に
基
づ

く
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◇
縦
覧

内
容　
第
19
号
生
産
緑
地
地
区
の

変
更

期
間　
１
月
14
日
㈫
～
１
月
28
日

㈫
８
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

場
所　
都
市
計
画
課

◇
意
見
書
の
提
出

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
、
利
害
関
係
の
あ
る
方

提
出
期
限　
１
月
28
日
㈫（
必
着
）

提
出
方
法　
縦
覧
場
所
に
あ
る
所

定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、都
市
計
画
課
へ
郵
送（
〒
３

５
０

－

２
２
９
２（
住
所
不
要
））

ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

（仮称）第1期鶴ヶ島市こども計画（素案）への
意見募集

問合先　こども支援課子育て支援担当

市HPはこちら

第２期鶴ヶ島市空家等対策計画（素案）への意見募集

問合先　都市計画課開発建築担当

　
市
で
は
、
空
家
対
策
を
計
画
的

に
進
め
て
い
く
た
め
、
令
和
２
年

３
月
に｢

鶴
ヶ
島
市
空
家
等
対
策

計
画｣

を
策
定
し
、
対
策
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
般
、
計
画
策
定

か
ら
５
年
が
経
過
す
る
た
め
、
状

況
の
変
化
、
対
策
の
実
績
お
よ
び

法
令
の
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
、

「
第
２
期
鶴
ヶ
島
市
空
家
等
対
策

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
７
日
㈫
〜
２
月

５
日
㈬

閲
覧
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
女

性
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
意
見（
様
式
自
由
）を
記
入

し
、
メ
ー
ル（
１
０
６
０
０
０
１

０@
city.tsurugashim

a.lg.jp

）、

郵
送（
〒
３
５
０

－

２
２
９
２（
住

所
不
要
））、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（

０
４
９
・
２
７
１
・
１
１
９
０
）、

ま
た
は
直
接
都
市
計
画
課
へ

※　
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
意

見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

　
市
で
は
、
こ
ど
も
・
若
者
の
成

長
と
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
施
策

を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、｢（
仮
称
）第
１
期
鶴
ヶ

島
市
こ
ど
も
計
画｣

の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
計
画
の

素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
27
日
㈪
ま
で

閲
覧
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
女

性
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
児
童
館
、
各
つ
ど
い
の
広
場

提
出
方
法　
①
専
用
フ
ォ
ー
ム

（仮称）鶴ヶ島市地域交流施設整備基本計画
（素案）への意見募集

問合先　地域活動推進課地域活動推進担当

　
市
で
は
、
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の

移
転
・
整
備
に
関
し
、
施
設
の
整

備
や
活
用
の
方
向
性
を
定
め
る

｢

（
仮
称
）鶴
ヶ
島
市
地
域
交
流
施

設
整
備
基
本
計
画｣

の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
利
用
団

体
の
意
見
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
計
画（
素
案
）が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、意
見
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
７
日
㈫
～
２
月

５
日
㈬

閲
覧
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
女

性
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
意
見（
様
式
自
由
）を
記
入

し
、
メ
ー
ル（
１
０
４
０
０
０
１

０@
city.tsurugashim

a.lg.jp

）、

郵
送（
〒
３
５
０

－

２
２
９
２（
住

所
不
要
））、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（

０
４
９
・
２
７
１
・
１
１
９
０
）

ま
た
は
直
接
地
域
活
動
推
進
課
へ

※　
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
意

見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

市HPはこちら

市HPはこちら

最終

13 Tsurugashima　2025.1



大雪への備えは万全ですか？

問合先　危機管理課防災危機管理担当

　
鶴
ヶ
島
市
は
、
豪
雪
地
帯
と
違

い
、
あ
ま
り
雪
が
降
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
雪
に
対
す
る
警
戒
心
の
少

な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
万
が
一
、
大
雪
に
み
ま
わ
れ
た

ら
皆
さ
ん
の
準
備
は
万
全
で
す

か
？

　
｢

慌
て
て
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
た
け
ど
、
雪
か
き
道
具
な
ど

が
無
か
っ
た｣

や｢

こ
の
程
度
の

雪
な
ら
平
気
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
が
壊
れ
て

し
ま
っ
た｣

な
ど
の
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？ 

　
雪
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
事
前

の
対
策
や
準
備
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
自
宅
や
自
宅
周
辺
な
ど

の
点
検
を
早
め
に
行
い
、
雪
害
を

最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
雪
か
き
道
具
を
準
備
し
よ
う

　
積
雪
時
は
雪
か
き
道
具
が
品
切

れ
に
な
り
や
す
い
た
め
、
雪
が
降

る
前
に
、
雪
か
き
道
具
を
準
備
し

ま
し
ょ
う
。

◎
雪
害
対
策
は
し
っ
か
り
と

◆
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
最
新
の
気
象
情
報

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
雪
の
予
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

は
、
不
要
不
急
な
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

◆
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
際

は
、
チ
ェ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
を
装
着
し
、
ゆ
っ
く
り
と

走
る
、車
間
距
離
を
十
分
に
と
る
、

急
ブ
レ
ー
キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
を
避

け
る
、な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
降
雪
に
よ
り
路
面
が
滑
り
や
す

く
転
倒
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

歩
幅
を
小
さ
く
、
足
の
裏
全
体
を

路
面
に
つ
け
る
よ
う
心
が
け
て
歩

き
ま
し
ょ
う
。

◎
テ
ラ
ス
や
カ
ー
ポ
ー
ト
の
点
検

を
　

テ
ラ
ス
や
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど

は
、
雪
の
重
み
に
よ
る
倒
壊
を
避

け
る
た
め
、
定
期
的
に
雪
下
ろ
し

を
行
い
、
補
助
棒
で
支
え
る
な
ど

し
て
、
大
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◎
自
宅
周
辺
や
道
路
の
雪
か
き
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
雪
か
き
を
す
る
際
は
、
複
数
人

で
行
い
、
通
行
車
両
や
通
行
人
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
雪
か
き
は
降
り
始
め
か
ら
こ
ま

め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
高
い
場
所
の
雪
下
ろ
し
で
は
転

落
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

家族介護慰労金を支給します

問合先　健康長寿課高齢者福祉担当

　
在
宅
に
お
い
て
高
齢
者
な
ど
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、
家

族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　
要
介
護
認
定
で｢

要
介
護

４・５｣

の
認
定
を
受
け
た
方
を
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ

ず
、
在
宅
で
１
年
間
介
護
し
て
い

る
家
族

※　

｢

１
年
間｣

と
は
令
和
５
年

２
月
以
降
の
い
ず
れ
か
の
月
を
起

点
と
し
た
12
か
月
間
で
す

※　
期
間
中
に
入
院
し
た
場
合
は

対
象
外（
１
週
間
程
度
の
短
期
入

所
の
利
用
は
可
）

支
給
額　
要
介
護
者
１
人
に
つ
き

10
万
円

申
込
期
間　
支
給
対
象
に
な
っ
た

月
か
ら
１
年
以
内

申
込
先　
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福

祉
担
当

※　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

美
術
協
会
会
長
賞
　

鈴す
ず
木き　
邦く
に
雄お（
絵
画
）　

小お

澤ざ
わ　

和か
ず
子こ（
書
）　

木き

内う
ち　

進す
す
む（

写
真
）　

小お

鷹だ
か　

悦え
つ

夫お（
工
芸
）

奨
励
賞
　

阿あ

部べ　
久く

美み

子こ（
絵
画
）　

関せ
き
根ね　
久ひ
さ
子こ（
絵
画
）　

池い
け
田だ　
螢け
い
星せ
い（
書
）　

櫛く
し
舎や　
香か

織お
り（
書
）　

須す

長な
が　

甲か

子し

男お（
写
真
）　

露つ
ゆ
﨑ざ
き　
榮え
い
三ぞ
う（
写
真
）　

小こ
い
ず
み泉　
さ
く
ら（
工
芸
）　

髙た
か
沢ざ
わ　
定さ
だ
子こ（
工
芸
）

第
50
回
記
念
賞
　

吉よ
し
岡お
か　
宏ひ
ろ
子こ（
絵
画
）　

宮み
や

本も
と　

清せ
い

洋よ
う（

書
）　

加か

添ぞ
え　

茂し
げ

樹き（
写
真
）　

田た

幡ば
た　

美み

佐さ

男お（
工
芸
）

第45回鶴ヶ島市文化祭　
第50回鶴美展受賞者を紹介します

問合先　生涯学習スポーツ課社会教育担当

県
知
事
賞
　

鈴す
ず
木き　
行ゆ
き
男お（
写
真
）

市
長
賞
　

中な
か
島じ
ま　

聖き
よ
登と（
書
）

市
議
会
議
長
賞
　

高た
か
橋は
し　
美み

智ち

子こ（
絵
画
）

教
育
長
賞
　

塩し
お

﨑ざ
き　

幸ゆ
き

江え（
工
芸
）

文
化
団
体
連
合
会
会
長
賞
　

成な
り

田た　
伸し
ん

次じ

郎ろ
う（

写
真
）

最終
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市 政 情 報

見守りシールを貼った高齢者を見かけた方へ

問合先　健康長寿課高齢者福祉担当

　
衣
類
や
持
ち
物
に
二
次
元
コ
ー

ド
が
印
刷
さ
れ
た
見
守
り
シ
ー
ル

を
貼
っ
た
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら

優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
伝
言
板
サ
イ
ト

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
発
見
場
所
な
ど

の
入
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
介
護

者
あ
て
に
メ
ー
ル
が
自
動
送
信
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
し
て

い
た
だ
く
と
、
発
見(

保
護
）時

に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
見
者

と
介
護
者
は
、
伝
言
板
サ
イ
ト
を

介
し
て
24
時
間
３
６
５
日
、
直
接

や
り
と
り
が
で
き
る
た
め
、
介
護

者
は
素
早
く
迎
え
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※　
ア
ク
セ
ス
し
た
こ
と
で
、
電

話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど

の
個
人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
に
見
守

り
シ
ー
ル
を
無
料
交
付
し
て
い
ま

す対
象　
市
内
在
住
で
、
徘
徊
行
動

の
あ
る
方
な
ど

申
込
先　
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福

祉
担
当

交
付
枚
数　
ア
イ
ロ
ン
で
衣
類
な

ど
に
貼
る
シ
ー
ル
40
枚
、
蓄
光

シ
ー
ル
10
枚

区画整理に伴うマイナンバーカードの住所
変更について

問合先　市民課住民記録担当

献立表に掲載する有料広告を募集しています

問合先　学校給食センター☎049・285・6596

　
若
葉
駅
西
口
お
よ
び
一
本
松
土

地
区
画
整
理
事
業
換
地
処
分
に
伴

い
、
２
月
１
日
か
ら
大
字
藤
金
、

大
字
上
広
谷
、
大
字
下
新
田
、
大

字
中
新
田
の
一
部
の
住
所
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
お
知

ら
せ
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所
変

更
に
つ
い
て

手
続
き
で
き
る
場
所　
市
役
所
お

よ
び
若
葉
駅
前
出
張
所

手
続
き
開
始
日　
２
月
３
日
㈪
か

ら予
約
受
付
開
始
日　
１
月
27
日
㈪

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
毎
月
発

行
す
る｢

学
校
給
食
予
定
献
立
表｣

に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
献
立
表
は
、
市
内
の
小
中

学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
の

世
帯
に
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま
す
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
さ
れ
ま
す
。

掲
載
単
位　
１
か
月
単
位
で
受
付

（
８
月
を
除
く
）

発
行
部
数　
毎
月
約
５
０
０
０
部

（
紙
お
よ
び
主
に
メ
ー
ル
で
の
配

信
。
令
和
６
年
度
実
績
。
来
年
度

の
児
童
生
徒
数
に
よ
り
変
動
し
ま

す
）

募
集
枠　
３
枠（
同
月
に
４
枠
以

か
ら
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
て

※　
２
月
15
日
㈯
、
22
日
㈯
、
23

日
㈰
、
24
日
㈪
に
臨
時
窓
口
を
開

設
し
ま
す

※　
予
約
制
。
ご
自
身
で
予
約
で

き
な
い
方
は
市
役
所
市
民
課
ま
た

は
若
葉
駅
前
出
張
所（
☎
０
４

９
・
２
７
２
・
５
６
１
１
）に
お

電
話
く
だ
さ
い

上
の
応
募
が
あ
る
場
合
は
抽
選
）

掲
載
ス
ペ
ー
ス　
Ａ
３
判（
縦
）の

下
部
、
縦
５
．６
㎝
×
横
９
．４
㎝

掲
載
料
金　
５
０
０
０
円
／
月

決
定
方
法　
内
容
審
査
後
、
決
定

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
方
法　
２
月
14
日
㈮
ま
で
に

直
接
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
０
４

９
・
２
７
１
・
４
２
９
５
）、
郵

送（
〒
３
５
０

－

２
２
１
４
太

田
ヶ
谷
79

－

２
）ま
た
は
メ
ー
ル

（
１
０
８
０
０
０
４
０@

city.
tsurugashim

a.lg.jp

）
で
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
へ

予約はこちら詳細はこちら

見守りシール
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